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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】電池生産の分野における粉体材料の攪拌装置を 
提供する。
【解決手段】撹拌装置は筒体１、第１撹拌機構２及び第 
２撹拌機構３を備え、第１撹拌機構が筒体内に回転可能 
に設置され、筒体内の材料に下向きの撹拌力を与えるの 
に適し、第２撹拌機構が筒体内に周方向に回転可能に設 
置され、且つ第１撹拌機構の周りに沿って配置され、第 
２撹拌機構が筒体内の材料に周方向の撹拌力を与えるの 
に適する。第１撹拌機構と第２撹拌機構との協働によっ 
て、筒体の内部の材料が下向きの撹拌混合を実現するこ 
とができるだけでなく、周方向の回転混合撹拌を行うこ 
ともできるようにし、材料の撹拌混合の均一性を向上さ 
せ、且つ、両者の構造をコンパクトにし、レイアウトを 
最適化し、筒体の内部空間の占有を低減する。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　13　　ＯＬ　（全14頁）　最終頁に続く
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撹 拌 装 置 で あ っ て 、
　 筒 体 （ １ ） と 、
　 前 記 筒 体 （ １ ） 内 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ 、 前 記 筒 体 （ １ ） 内 の 材 料 に 下 向 き の 撹 拌 力 を  
与 え る の に 適 す る 第 １ 撹 拌 機 構 （ ２ ） と 、
　 前 記 筒 体 （ １ ） 内 に 周 方 向 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ 、 且 つ 前 記 第 １ 撹 拌 機 構 （ ２ ） の 周 り  
に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 前 記 筒 体 （ １ ） 内 の 材 料 に 周 方 向 の 撹 拌 力 を 与 え る の に 適 す る 第 ２ 撹  
拌 機 構 （ ３ ） と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 撹 拌 機 構 （ ２ ） は 、
　 前 記 筒 体 （ １ ） 内 に 縦 方 向 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ る 撹 拌 軸 （ ２ １ ） と 、
　 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 外 表 面 に 螺 旋 状 に 巻 き 付 け  
ら れ 、 巻 き 付 け 方 向 が 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 回 転 方 向 に 一 致 し 、 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 外 表 面  
と の 間 に 前 記 材 料 を 下 向 き に 螺 旋 状 に 輸 送 す る た め の 螺 旋 輸 送 空 間 （ ２ ２ １ ） を 形 成 す る  
螺 旋 羽 根 （ ２ ２ ） と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 螺 旋 輸 送 空 間 （ ２ ２ １ ） が 前 記 筒 体 （ １ ） の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 は ２ ０ ％ ～ ２ ５  
％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 筒 体 （ １ ） は テ ー パ 状 を 呈 し 、 前 記 螺 旋 羽 根 （ ２ ２ ） は 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 軸 方  
向 に 沿 っ て 幅 が 徐 々 に 変 化 す る テ ー パ 羽 根 を 呈 し 、 前 記 テ ー パ 羽 根 の テ ー パ 度 が 前 記 筒 体  
（ １ ） の テ ー パ 度 に 一 致 す る よ う に 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 撹 拌 装 置  
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 螺 旋 羽 根 （ ２ ２ ） と 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） と が な す 鋭 角 の 角 度 ａ は ７ ５ ° ～ ８ ５ ° で  
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 （ ３ ） は 、
　 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） と 角 度 を な す よ う に 設 置 さ れ  
、 一 部 が 前 記 螺 旋 羽 根 （ ２ ２ ） か ら 延 出 し て 設 置 さ れ る 撹 拌 棒 （ ３ １ ） と 、
　 前 記 撹 拌 棒 （ ３ １ ） の 前 記 螺 旋 羽 根 （ ２ ２ ） か ら 延 出 し た 部 分 に 接 続 さ れ る 撹 拌 羽 根 （  
３ ２ ） と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 材 料 に 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る よ う に 、 前 記 撹 拌 羽 根 （ ３ ２ ） が 前 記 撹  
拌 棒 （ ３ １ ） の 回 転 方 向 に 沿 っ て 上 向 き に 傾 斜 し て 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６  
に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 撹 拌 羽 根 （ ３ ２ ） と 前 記 撹 拌 棒 （ ３ １ ） が 回 転 す る 接 線 方 向 と が な す 角 度 ｂ は １ ０  
０ ° ～ １ ２ ０ ° で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 （ ３ ） が 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 置 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 か ら 下 に 、 複 数 の 前 記 撹 拌 棒 （ ３ １ ） の 長 さ が 徐 々 に 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 ９ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 隣 接 す る ２ つ の 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 （ ３ ） の 前 記 撹 拌 棒 （ ３ １ ） が 交 差 し て 設 置 さ れ る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 撹 拌 羽 根 （ ３ ２ ） の 前 記 撹 拌 軸 （ ２ １ ） の 軸 方 向 に 沿 う 幅 が Ｌ １ で あ り 、 隣 接 す る  
２ つ の 前 記 撹 拌 棒 （ ３ １ ） の 間 隔 が Ｌ ２ で あ る と き 、 Ｌ １ ＝ ７ ０ ％ Ｌ ２ ～ ９ ０ ％ Ｌ ２ で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 撹 拌 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 撹 拌 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 池 生 産 ラ  
イ ン 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 電 池 生 産 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に 撹 拌 装 置 及 び 電 池 生 産 ラ イ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 水 系 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 電 池 の 電 極 は 配 合 比 率 に 応 じ て 複 数 種 の 生 産 用 粉 体 材 料 を 配 合 比  
率 で ミ キ サ ー で 撹 拌 し て 製 造 す る 必 要 が あ り 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 の 見 掛 密 度 が 低 い  
（ ０ ． ０ ３ ｇ ／ ｃ ｍ ３ ） が 、 活 性 材 料 の 見 掛 密 度 が ０ ． ７ ～ １ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ で あ る た め  
、 混 合 時 に ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が 表 面 に 浮 き や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 混 合 ミ キ サ ー は 、 タ ン ク の 内 部 に 水 平 撹 拌 棒 が 設 置 さ れ 、 撹 拌 棒 の 水 平 回 転 に よ  
り 撹 拌 を 実 現 す る が 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 の 見 掛 密 度 が 低 く て 表 面 に 浮 き や す い た め  
、 水 平 撹 拌 棒 の 回 転 の み に よ っ て ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 と 他 の 材 料 と の 十 分 な 混 合 を 実  
現 す る こ と が 困 難 で あ り 、 こ の た め 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が タ ン ク 内 に 層 状 に な っ て  
、 タ ン ク の 上 部 の 含 有 量 が 下 部 よ り も 高 く 、 材 料 混 合 の 均 一 性 に 一 定 の 影 響 を 与 え 、 そ れ  
に よ り 電 池 の 一 貫 性 に 影 響 を 与 え て し ま う 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 鑑 み て 、 本 考 案 は 、 従 来 の 撹 拌 機 が 材 料 を 均 一 に 撹 拌 混 合 し に く い と い う 問 題 を  
解 決 す る よ う に 、 撹 拌 装 置 及 び 電 池 生 産 ラ イ ン を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ 態 様 で は 、 本 考 案 は 撹 拌 装 置 を 提 供 し 、 筒 体 、 第 １ 撹 拌 機 構 及 び 第 ２ 撹 拌 機 構 を 備  
え 、 前 記 第 １ 撹 拌 機 構 が 前 記 筒 体 内 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ 、 前 記 筒 体 内 の 材 料 に 下 向 き の  
撹 拌 力 を 与 え る の に 適 し 、 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 が 前 記 筒 体 内 に 周 方 向 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ  
、 且 つ 前 記 第 １ 撹 拌 機 構 の 周 り に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 が 前 記 筒 体 内 の 材 料  
に 周 方 向 の 撹 拌 力 を 与 え る の に 適 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 撹 拌 装 置 に お い て 、 第 １ 撹 拌 機 構 と 第 ２ 撹 拌 機 構 が 同 時 に 設 置 さ れ て お り 、 第  
１ 撹 拌 機 構 は 回 転 す る こ と に よ り 筒 体 内 の 材 料 に 下 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る こ と で 、 材 料 が  
下 向 き に 動 か し て 混 合 で き る よ う に す る こ と が で き 、 第 ２ 撹 拌 機 構 は 周 方 向 に 回 転 す る こ  
と に よ り 筒 体 内 の 材 料 に 周 方 向 の 撹 拌 力 を 与 え て 、 材 料 を 周 方 向 に 回 転 混 合 さ せ る こ と が  
で き 、 従 っ て 、 第 １ 撹 拌 機 構 と 第 ２ 撹 拌 機 構 と の 協 働 に よ っ て 、 筒 体 の 内 部 の 材 料 が 下 向  
き の 撹 拌 混 合 を 実 現 す る こ と が で き る だ け で な く 、 周 方 向 の 回 転 混 合 撹 拌 を 行 う こ と も で  
き る よ う に し 、 そ れ に よ り 材 料 の 撹 拌 混 合 の 均 一 性 を 向 上 さ せ 、 且 つ 、 第 ２ 撹 拌 機 構 が 第  
１ 撹 拌 機 構 の 周 り に 沿 っ て 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 両 者 の 構 造 を コ ン パ ク ト に し 、 レ イ ア  
ウ ト を 最 適 化 し 、 筒 体 の 内 部 空 間 の 占 有 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 １ 撹 拌 機 構 は 撹 拌 軸 と 螺 旋 羽 根 を 含 み 、 前 記 撹 拌 軸 が  
前 記 筒 体 内 に 縦 方 向 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ 、 前 記 螺 旋 羽 根 が 前 記 撹 拌 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て  
前 記 撹 拌 軸 の 外 表 面 に 螺 旋 状 に 巻 き 付 け ら れ 、 前 記 螺 旋 羽 根 の 巻 き 付 け 方 向 が 前 記 撹 拌 軸  
の 回 転 方 向 に 一 致 し 、 前 記 螺 旋 羽 根 と 撹 拌 軸 の 外 表 面 と の 間 に 前 記 材 料 を 下 向 き に 螺 旋 状  
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に 輸 送 す る た め の 螺 旋 輸 送 空 間 を 形 成 す る 。 撹 拌 軸 の 回 転 に よ っ て 螺 旋 羽 根 が 同 じ 方 向 に  
回 転 す る よ う に 駆 動 し 、 更 に 筒 体 内 の 材 料 が 螺 旋 輸 送 空 間 に 沿 っ て 上 部 か ら 筒 体 の 下 部 に  
向 か っ て 螺 旋 状 に 輸 送 さ れ る よ う に し 、 そ れ に よ り 材 料 の 上 下 方 向 （ 上 か ら 下 に ） の 混 合  
撹 拌 が 実 現 さ れ 、 材 料 の 上 下 方 向 の 混 合 の 均 一 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 螺 旋 輸 送 空 間 が 前 記 筒 体 の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 は ２ ０  
％ ～ ２ ５ ％ で あ る 。 螺 旋 輸 送 空 間 が 筒 体 の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 を 合 理 的 に 限 定 す る こ と  
に よ り 、 材 料 を 下 向 き に ス ム ー ズ に 輸 送 さ せ る こ と が で き る だ け で な く 、 材 料 の 輸 送 効 率  
を で き る だ け 向 上 さ せ る こ と も で き 、 そ れ に よ り 材 料 の 鉛 直 方 向 に お け る 混 合 効 果 が 確 保  
さ れ 、 内 部 材 料 の 上 下 の 混 合 の 均 一 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 筒 体 は テ ー パ 状 を 呈 し 、 前 記 螺 旋 羽 根 は 前 記 撹 拌 軸 の 軸  
方 向 に 沿 っ て 幅 が 徐 々 に 変 化 す る テ ー パ 羽 根 を 呈 し 、 前 記 テ ー パ 羽 根 の テ ー パ 度 が 前 記 筒  
体 の テ ー パ 度 に 一 致 す る よ う に 維 持 す る 。 螺 旋 羽 根 を テ ー パ 羽 根 と し て 設 置 す る こ と に よ  
り 、 テ ー パ 状 の 筒 体 に 適 合 し 、 且 つ 筒 体 の 寸 法 が 比 較 的 大 き な 部 分 に 貯 蔵 さ れ た 材 料 が よ  
り 多 く 、 螺 旋 羽 根 の 幅 寸 法 が よ り 大 き く 設 定 さ れ 、 材 料 に 一 層 大 き な 撹 拌 力 を 与 え る こ と  
が で き る が 、 筒 体 の 寸 法 が 比 較 的 小 さ な 部 分 に 貯 蔵 さ れ た 材 料 が よ り 少 な く 、 螺 旋 羽 根 の  
幅 寸 法 も よ り 小 さ く 設 定 さ れ 、 材 料 に 与 え た 撹 拌 力 が 一 層 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 螺 旋 羽 根 と 前 記 撹 拌 軸 と が な す 鋭 角 の 角 度 ａ は ７ ５ ° ～  
８ ５ ° で あ る 。 螺 旋 羽 根 と 撹 拌 軸 と が な す 鋭 角 の 角 度 ａ を 適 切 な 範 囲 内 に 設 定 す る こ と に  
よ り 、 螺 旋 羽 根 が 材 料 の 下 向 き の 輸 送 に 合 理 的 な 支 持 力 を 与 え る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 は 撹 拌 棒 と 撹 拌 羽 根 を 含 み 、 前 記 撹 拌 棒 が  
前 記 撹 拌 軸 に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 撹 拌 軸 と 角 度 を な す よ う に 設 置 さ れ 、 前 記 撹 拌 棒 の 一 部  
が 前 記 螺 旋 羽 根 か ら 延 出 し て 設 置 さ れ 、 前 記 撹 拌 羽 根 が 前 記 撹 拌 棒 の 前 記 螺 旋 羽 根 か ら 延  
出 し た 部 分 に 接 続 さ れ る 。 撹 拌 軸 の 回 転 に よ っ て 撹 拌 棒 が 筒 体 内 に 周 方 向 に 回 転 す る よ う  
に 同 期 駆 動 し 、 更 に 撹 拌 棒 上 の 撹 拌 羽 根 が 回 転 す る よ う に 駆 動 し 、 撹 拌 羽 根 が 材 料 を 駆 動  
し て 周 方 向 に 回 転 混 合 さ せ 、 そ れ に よ り 材 料 の 周 方 向 の 混 合 の 均 一 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 材 料 に 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る よ う に 、 前 記  
撹 拌 羽 根 が 前 記 撹 拌 棒 の 回 転 方 向 に 沿 っ て 上 向 き に 傾 斜 し て 設 置 さ れ る 。 撹 拌 羽 根 は 上 向  
き に 傾 斜 し て 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 周 方 向 に 回 転 す る 際 に 材 料 を 上 向 き に 支 持 す る 傾 斜  
力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 傾 斜 力 の 一 部 の 分 力 が 材 料 を 駆 動 し て 周 方 向 に 回 転 混 合 さ せ  
、 一 部 の 分 力 が 材 料 を 駆 動 し て 上 部 へ 動 か せ 、 そ れ に よ り 材 料 の 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌  
の 均 一 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 撹 拌 羽 根 と 前 記 撹 拌 棒 が 回 転 す る 接 線 方 向 と が な す 角 度  
ｂ は １ ０ ０ ° ～ １ ２ ０ ° で あ る 。 撹 拌 羽 根 と 撹 拌 棒 が 回 転 す る 接 線 方 向 と が な す 角 度 ｂ を  
適 切 な 範 囲 内 に 設 定 す る こ と に よ り 、 螺 旋 羽 根 が 材 料 を 合 理 的 に 受 力 し て 支 持 す る よ う に  
し 、 そ れ に よ り 材 料 の 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌 混 合 効 果 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 が 前 記 撹 拌 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 置 さ  
れ る 。 撹 拌 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ た 複 数 の 第 ２ 撹 拌 機 構 に よ っ て 、 筒 体 の 内 部 で の  
鉛 直 方 向 に お け る 異 な る 深 さ の 材 料 の 周 方 向 の 撹 拌 の 均 一 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 上 か ら 下 に 、 複 数 の 前 記 撹 拌 棒 の 長 さ が 徐 々 に 減 少 す る 。 こ  
の 設 置 に よ っ て 筒 体 の 内 部 空 間 の 占 有 を 低 減 す る こ と が で き 、 且 つ 上 が 大 き く て 下 が 小 さ  
い テ ー パ 状 の 筒 体 の 形 状 の 変 化 に 一 層 よ く 適 応 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 隣 接 す る ２ つ の 前 記 第 ２ 撹 拌 機 構 の 前 記 撹 拌 棒 が 交 差 し て 設  
置 さ れ る 。 こ の 設 置 に お い て 、 交 差 し て 設 置 さ れ た 上 下 ２ 層 の 第 ２ 撹 拌 機 構 は 材 料 へ の 周  
方 向 の 乱 れ を 向 上 さ せ て 、 混 合 の 均 一 性 を 強 化 す る こ と が で き 、 隣 接 す る 層 の 撹 拌 羽 根 同  
士 が 干 渉 す る こ と も 回 避 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 撹 拌 羽 根 の 前 記 撹 拌 軸 の 軸 方 向 に 沿 う 幅 が Ｌ １ で あ り 、  
隣 接 す る ２ つ の 前 記 撹 拌 棒 の 間 隔 が Ｌ ２ で あ る と き 、 Ｌ １ ＝ ７ ０ ％ Ｌ ２ ～ ９ ０ ％ Ｌ ２ で あ  
る 。 撹 拌 羽 根 の 幅 と 隣 接 す る ２ つ の 撹 拌 棒 の 間 隔 と の 関 係 を 合 理 的 に 設 定 す る こ と に よ り  
、 撹 拌 羽 根 の 幅 が 適 切 な 設 計 範 囲 内 に あ り 、 大 き す ぎ て 設 定 さ れ る と 隣 接 す る 層 で 干 渉 す  
る こ と を 回 避 す る だ け で な く 、 小 さ す ぎ て 設 定 さ れ る と 材 料 を 上 向 き に 動 か し 続 け る 効 果  
に 影 響 を 与 え る こ と も 回 避 し 、 そ れ に よ り 材 料 を 上 部 へ 連 続 し て 反 転 撹 拌 す る こ と が 実 現  
さ れ 、 撹 拌 効 果 が 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 態 様 で は 、 本 考 案 は 、 本 考 案 の 撹 拌 装 置 を 備 え る 電 池 生 産 ラ イ ン を 提 供 す る 。 電 池  
生 産 中 の 比 較 的 軽 い ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 を 十 分 に 撹 拌 混 合 す る こ と が で き 、 大 量 の ア  
セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が 表 面 に 浮 い て い る こ と に 起 因 し て 材 料 の 混 合 が 不 均 一 に な っ て 、  
電 池 の 性 能 に 影 響 を 与 え て し ま う 状 況 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 の 具 体 的 な 実 施 形 態 又 は 従 来 技 術 の 技 術 案 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 に  
具 体 的 な 実 施 形 態 又 は 従 来 技 術 の 記 述 に 必 要 な 図 面 を 簡 単 に 説 明 し 、 明 ら か に 、 以 下 に 記  
載 す る 図 面 は 本 考 案 の 幾 つ か の 実 施 形 態 で あ り 、 当 業 者 で あ れ ば 、 創 造 的 な 労 力 を 要 す る  
こ と な く 、 更 に こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 図 面 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 考 案 の 実 施 例 に 係 る 撹 拌 装 置 の 全 体 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 考 案 の 実 施 例 に 係 る 撹 拌 装 置 の 分 解 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 考 案 の 実 施 例 に 係 る 撹 拌 装 置 の 部 分 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 考 案 の 実 施 例 に 係 る 撹 拌 装 置 が 動 作 す る 際 の 材 料 の 流 動 方 向 を 示 す 模 式  
図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 の 目 的 、 技 術 案 及 び 利 点 を よ り 明 確 に す る た め に 、 以 下 に 本 考 案 の 実 施  
例 の 図 面 を 参 照 し な が ら 本 考 案 の 実 施 例 の 技 術 案 を 明 確 且 つ 完 全 に 説 明 し 、 無 論 、 説 明 さ  
れ る 実 施 例 は 本 考 案 の 実 施 例 の 一 部 で あ り 、 実 施 例 の 全 部 で は な い 。 本 考 案 の 実 施 例 に 基  
づ い て 、 当 業 者 が 進 歩 性 の あ る 労 働 を 必 要 と せ ず に 取 得 す る 他 の 実 施 例 は 、 い ず れ も 本 考  
案 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 来 の 混 合 ミ キ サ ー は 、 タ ン ク の 内 部 に 水 平 撹 拌 棒 ３ １ が 設 置 さ れ 、 水 平 撹 拌 棒 ３ １ に  
撹 拌 羽 根 が 設 置 さ れ 、 水 平 撹 拌 棒 ３ １ が 回 転 す る こ と に よ り そ の 上 の 撹 拌 羽 根 を 駆 動 し て  
水 平 に 回 転 さ せ 、 撹 拌 羽 根 が タ ン ク 内 の 材 料 を 撹 拌 し て 水 平 に 動 か し 、 更 に 材 料 の 混 合 撹  
拌 を 実 現 す る 。 し か し な が ら 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 の 見 掛 密 度 が 低 く （ ０ ． ０ ３ ｇ ／  
ｃ ｍ ３ ） 、 対 応 す る 重 量 が 他 の 材 料 よ り も 軽 い た め 、 大 量 の ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が 表  
面 に 浮 き や す く 、 こ の た め 、 混 合 後 に 依 然 と し て ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 の タ ン ク の 上 部  
に お け る 含 有 量 が タ ン ク の 下 部 よ り も 高 く 、 材 料 の 混 合 が 不 均 一 に な る 状 況 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 欠 陥 に 対 し て 、 本 考 案 は 、 上 記 欠 陥 を 改 善 し て 、 材 料 の 混 合 の 均 一 性 を 向 上 さ せ る  
こ と が で き る 撹 拌 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 本 考 案 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 本 考 案 の 実 施 例 に よ れ ば 、 一 態 様 で は 撹 拌 装 置 を 提 供 し 、 筒 体 １ 、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ 及 び  
第 ２ 撹 拌 機 構 ３ を 備 え 、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ が 筒 体 １ 内 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ 、 筒 体 １ 内 の 材  
料 に 下 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る の に 適 し 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 筒 体 １ 内 に 周 方 向 に 回 転 可 能 に  
設 置 さ れ 、 且 つ 第 １ 撹 拌 機 構 ２ の 周 り に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 筒 体 １ 内 の 材  
料 に 周 方 向 の 撹 拌 力 を 与 え る の に 適 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 考 案 の 撹 拌 装 置 に お い て 、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ と 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 同 時 に 設 置 さ れ て お り  
、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ は 回 転 す る こ と に よ り 筒 体 １ 内 の 材 料 に 下 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る こ と で  
、 材 料 が 下 向 き に 動 か し て 混 合 で き る よ う に す る こ と が で き 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ は 周 方 向 に  
回 転 す る こ と に よ り 筒 体 １ 内 の 材 料 に 周 方 向 の 撹 拌 力 を 与 え て 、 材 料 を 周 方 向 に 回 転 混 合  
さ せ る こ と が で き 、 従 っ て 、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ と 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ と の 協 働 に よ っ て 、 筒 体 １  
の 内 部 の 材 料 が 下 向 き の 撹 拌 混 合 を 実 現 す る こ と が で き る だ け で な く 、 周 方 向 の 回 転 混 合  
撹 拌 を 行 う こ と も で き る よ う に し 、 そ れ に よ り 材 料 の 撹 拌 混 合 の 均 一 性 を 向 上 さ せ 、 且 つ  
、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 第 １ 撹 拌 機 構 ２ の 周 り に 沿 っ て 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 両 者 の 構 造 を  
コ ン パ ク ト に し 、 レ イ ア ウ ト を 最 適 化 し 、 筒 体 １ の 内 部 空 間 の 占 有 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 理 解 で き る よ う に 、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ が 下 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る こ と が で き る た め 、 筒 体  
１ 内 の 上 部 で の 比 較 的 軽 い ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が 上 か ら 下 に 移 動 し て 撹 拌 混 合 を 行 う  
よ う に 駆 動 す る こ と が で き 、 大 量 の ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が 表 面 に 浮 い て い る こ と に 起  
因 し て 材 料 の 混 合 が 不 均 一 に な る 状 況 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 筒 体 １ は 材 料 の 撹 拌 混 合 容 器 と し て 、 そ の 寸 法 が 撹 拌 混 合 対 象 の 材 料 の 数 量 に 関 連 し 、  
具 体 的 に 必 要 に 応 じ て 設 定 さ れ て も よ く 、 本 実 施 例 は 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 具 体 的 な 形 状 に つ い て は 、 筒 体 １ は テ ー パ 状 と し て 設 置 さ れ て も よ く 、 更 に 上 部 が 大 き  
く て 底 部 が 小 さ い テ ー パ 筒 で あ っ て も よ く 、 上 部 が 大 き い の は 材 料 の 添 加 に 寄 与 し 、 底 部  
が 小 さ い の は 材 料 を 全 て 排 出 す る こ と を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 実 施 例 で は 、 第 １ 撹 拌 機 構 ２ は 撹 拌 軸 ２ １ と 螺 旋 羽 根 ２ ２ を 含 み 、 撹 拌 軸 ２ １ が 筒 体  
１ 内 に 縦 方 向 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 撹 拌 軸 ２ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 撹 拌 軸  
２ １ の 外 表 面 に 螺 旋 状 に 巻 き 付 け ら れ 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 巻 き 付 け 方 向 が 撹 拌 軸 ２ １ の 回 転  
方 向 に 一 致 し 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ と 撹 拌 軸 ２ １ の 外 表 面 と の 間 に 材 料 を 下 向 き に 螺 旋 状 に 輸 送  
す る た め の 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 撹 拌 軸 ２ １ の 回 転 に よ っ て 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 同 じ 方 向 に 回 転 す る よ う に 駆 動 し 、 更 に 筒 体  
１ 内 の 材 料 が 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ に 沿 っ て 上 部 か ら 筒 体 １ の 下 部 に 向 か っ て 螺 旋 状 に 輸 送  
さ れ る よ う に し 、 そ れ に よ り 材 料 の 上 下 方 向 （ 上 か ら 下 に ） の 混 合 撹 拌 が 実 現 さ れ 、 材 料  
の 上 下 方 向 の 混 合 の 均 一 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 具 体 的 に 、 撹 拌 軸 ２ １ は 筒 体 １ の 中 心 に 設 置 さ れ 、 そ の 長 さ が 筒 体 １ の 高 さ に 適 合 し 、  
螺 旋 羽 根 ２ ２ は 撹 拌 軸 ２ １ の 外 表 面 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 固 定 さ れ 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 長 さ が 撹  
拌 軸 ２ １ の 長 さ に 適 応 す る 。 こ れ に よ り 、 形 成 さ れ た 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ の 縦 方 向 の 長 さ  
が 撹 拌 軸 ２ １ の 長 さ に 等 し い よ う に し 、 そ れ に よ り 撹 拌 軸 ２ １ の 寸 法 が 一 定 で あ る 場 合 に  
最 も 長 い 螺 旋 輸 送 距 離 が 実 現 さ れ 、 筒 体 １ の 内 部 の 材 料 の 縦 方 向 に お け る 混 合 撹 拌 の 均 一  
性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 選 択 肢 と し て 、 撹 拌 軸 ２ １ の 端 部 が モ ー タ に 接 続 さ れ 、 モ ー タ に よ っ て 撹 拌 軸 ２ １ が 回  
転 す る よ う に 駆 動 し 、 更 に 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 回 転 す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 説 明 す べ き こ と は 、 撹 拌 軸 ２ １ は 時 計 回 り に 回 転 す る よ う に 設 置 さ れ て も よ く 、 こ  
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の と き 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 撹 拌 軸 ２ １ の 外 周 に 沿 っ て 時 計 回 り に 巻 き 付 け ら れ 、 撹 拌 軸 ２ １  
は 更 に 反 時 計 回 り に 回 転 す る よ う に 設 置 さ れ て も よ く 、 そ う す る と 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 撹 拌  
軸 ２ １ の 外 周 に 沿 っ て 反 時 計 回 り に 巻 き 付 け ら れ る 。 こ の ２ つ の 設 置 方 式 は い ず れ も 螺 旋  
羽 根 ２ ２ が 撹 拌 軸 ２ １ の 駆 動 に よ っ て 材 料 に 対 し て 下 向 き の 撹 拌 力 を 発 生 さ せ る よ う に 確  
保 す る こ と が で き 、 更 に 材 料 が 上 か ら 下 に 螺 旋 状 に 移 動 す る 撹 拌 混 合 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に 、 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ と 筒 体 １ の 内 室 と が 連 通 状 態 に あ り 、 材 料 が 螺 旋 輸 送 空  
間 ２ ２ １ を 通 過 し て 下 向 き に 螺 旋 状 に 輸 送 さ れ る 場 合 、 一 部 の 材 料 が 回 転 遠 心 力 の 作 用 に  
よ っ て 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ か ら 投 げ 出 さ れ て 筒 体 １ の 内 部 の 他 の 位 置 で の 材 料 と 混 合 す る  
こ と と な っ て 、 更 に 輸 送 さ れ る 材 料 が 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ を 通 過 し て 撹 拌 軸 ２ １ の 軸 方 向  
に 沿 っ て 均 一 に 散 在 す る よ う に し 、 そ れ に よ り 上 下 材 料 の 撹 拌 混 合 が 実 現 さ れ 、 材 料 の 混  
合 の 均 一 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ は 撹 拌 軸 ２ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 幅 が 徐 々 に 変 化 す  
る テ ー パ 羽 根 を 呈 し 、 テ ー パ 羽 根 の テ ー パ 度 が 筒 体 １ の テ ー パ 度 に 一 致 す る よ う に 維 持 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 螺 旋 羽 根 ２ ２ を テ ー パ 羽 根 と し て 設 置 す る こ と に よ り 、 テ ー パ 状 の 筒 体 １ に 適 合 し 、 且  
つ 筒 体 １ の 寸 法 が 比 較 的 大 き な 部 分 に 貯 蔵 さ れ た 材 料 が よ り 多 く 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 幅 寸 法  
が よ り 大 き く 設 定 さ れ 、 材 料 に 一 層 大 き な 撹 拌 力 を 与 え る こ と が で き る が 、 筒 体 １ の 寸 法  
が 比 較 的 小 さ な 部 分 に 貯 蔵 さ れ た 材 料 が よ り 少 な く 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 幅 寸 法 も よ り 小 さ く  
設 定 さ れ 、 材 料 に 与 え た 撹 拌 力 が 一 層 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 上 が 大 き く て 下 が 小 さ い テ ー パ 状 の 筒 体 １ に お い て 、 内 部 の 材 料 は 上 部  
が 多 く て 下 に 行 く ほ ど 少 な い 散 在 す る 形 式 を 呈 し 、 こ れ に よ り 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ も 上 部 の 幅  
寸 法 が 大 き く て 下 部 の 幅 が 小 さ い テ ー パ 羽 根 に 対 応 し て 設 置 さ れ る こ と で 、 筒 体 １ の 内 部  
に 上 が 大 き く て 下 が 小 さ い 撹 拌 力 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 説 明 す べ き こ と は 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 幅 は 図 ３ に お け る 左 右 方 向 に 示 さ れ る 幅 寸 法 を 指 し  
、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 長 さ は 図 ３ に お け る 上 下 方 向 に 示 さ れ る 長 さ 寸 法 を 指 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 実 施 例 で は 、 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ が 筒 体 １ の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 は ２ ０ ％ ～ ２ ５ ％  
で あ る 。 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ が 筒 体 １ の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 を 合 理 的 に 限 定 す る こ と に  
よ り 、 材 料 を 下 向 き に ス ム ー ズ に 輸 送 さ せ る こ と が で き る だ け で な く 、 材 料 の 輸 送 効 率 を  
で き る だ け 向 上 さ せ る こ と も で き 、 そ れ に よ り 材 料 の 鉛 直 方 向 に お け る 混 合 効 果 が 確 保 さ  
れ 、 内 部 材 料 の 上 下 の 混 合 の 均 一 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 説 明 す べ き こ と は 、 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ が 筒 体 １ の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 は 大 き す ぎ る  
と 、 材 料 が 筒 体 １ の 底 部 に 堆 積 し て 、 詰 ま り が 発 生 す る が 、 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ が 筒 体 １  
の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 は 小 さ す ぎ る と 、 材 料 の 上 下 輸 送 効 率 が 低 く な っ て 、 混 合 時 間 が  
長 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 示 的 に 、 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １ が 筒 体 １ の 内 部 空 間 を 占 め た 比 率 は ２ ０ ％ 、 ２ １ ％ 、 ２  
２ ％ 、 ２ ３ ％ 、 ２ ４ ％ 又 は ２ ５ ％ な ど で あ っ て も よ く 、 本 実 施 例 は 具 体 的 に 制 限 さ れ な い  
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ と 撹 拌 軸 ２ １ と が な す 鋭 角 の 角 度 ａ は ７ ５ ° ～ ８ ５ °  
で あ る 。 螺 旋 羽 根 ２ ２ と 撹 拌 軸 ２ １ と が な す 鋭 角 の 角 度 ａ を 適 切 な 範 囲 内 に 設 定 す る こ と  
に よ り 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 材 料 の 下 向 き の 輸 送 に 合 理 的 な 支 持 力 を 与 え る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 具 体 的 に 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ を こ の よ う に 設 置 す れ ば 、 回 転 時 に 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ の 筒 体 １ の  
底 部 に 向 か う 表 面 は 材 料 に 下 向 き の 押 出 力 を 与 え て 、 材 料 を よ り 良 く 下 向 き に 輸 送 す る よ  
う に 助 け る こ と が で き 、 そ れ に よ り 材 料 の 輸 送 効 率 が 向 上 し 、 混 合 撹 拌 効 果 が 強 化 さ れ る  
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 例 示 的 に 、 ａ は ７ ５ ° 、 ８ ０ ° 又 は ８ ５ ° な ど と し て 設 定 さ れ て も よ く 、 本 実 施 例 は 具  
体 的 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 例 で は 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ は 撹 拌 棒 ３ １ と 撹 拌 羽 根 ３ ２ を 含 み 、 撹 拌 棒 ３  
１ が 撹 拌 軸 ２ １ に 接 続 さ れ 、 且 つ 撹 拌 軸 ２ １ と 角 度 を な す よ う に 設 置 さ れ 、 撹 拌 棒 ３ １ の  
一 部 が 螺 旋 羽 根 ２ ２ か ら 延 出 し て 設 置 さ れ 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 撹 拌 棒 ３ １ の 螺 旋 羽 根 ２ ２ か  
ら 延 出 し た 部 分 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 例 の 撹 拌 装 置 は 、 撹 拌 軸 ２ １ の 回 転 に よ っ て 撹 拌 棒 ３ １ が 筒 体 １ 内 に 周 方 向 に 回  
転 す る よ う に 同 期 駆 動 し 、 更 に 撹 拌 棒 ３ １ 上 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 回 転 す る よ う に 駆 動 し 、 撹  
拌 羽 根 ３ ２ が 材 料 を 駆 動 し て 周 方 向 に 回 転 混 合 さ せ 、 そ れ に よ り 材 料 の 周 方 向 の 混 合 の 均  
一 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ は 第 １ 撹 拌 機 構 ２ の 撹 拌 軸 ２ １ に よ り 同 期 駆 動 さ れ 、 駆 動 構 造 を 追 加 設  
置 す る 必 要 が な く 、 コ ス ト 及 び 取 付 空 間 を 節 約 し 、 装 置 の 重 量 を 軽 減 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 例 示 的 に 、 撹 拌 棒 ３ １ と 撹 拌 軸 ２ １ と が 垂 直 に 設 置 さ れ て も よ く 、 即 ち 撹 拌 棒 ３ １ が 水  
平 に 設 置 さ れ 、 撹 拌 軸 ２ １ が 縦 方 向 に 回 転 す る 際 に 撹 拌 棒 ３ １ を 駆 動 し て 水 平 に 回 転 さ せ  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 当 然 な が ら 、 他 の 実 施 例 で は 、 撹 拌 棒 ３ １ と 撹 拌 軸 ２ １ と が 他 の 角 度 を な す よ う に 設 置  
さ れ て も よ く 、 本 実 施 例 に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 回 転 す る 際 に 筒 体 １ の 内 部 の 材 料 を 擦 っ て 水 平 に 回 転 さ せ 、 そ れ に よ り  
材 料 が 筒 体 １ の 内 部 で 周 方 向 に 撹 拌 混 合 さ れ る こ と が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 具 体 的 に 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ は Ｔ 字 形 の 羽 根 と し て 設 置 さ れ て も よ く 、 Ｔ 字 形 の 羽 根 の 鉛 直  
部 分 が 撹 拌 棒 ３ １ の 端 部 の 係 止 溝 に 嵌 め 込 ん で 固 定 さ れ 、 Ｔ 字 形 の 羽 根 の 水 平 部 分 が 撹 拌  
棒 ３ １ の 両 側 か ら 延 出 し 、 材 料 に 接 触 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 材 料 に 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌 力 を 与 え る よ う に 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 撹 拌 棒 ３ １ の 回 転 方  
向 に 沿 っ て 上 向 き に 傾 斜 し て 設 置 さ れ る 。 撹 拌 羽 根 ３ ２ は 上 向 き に 傾 斜 し て 設 置 さ れ る こ  
と に よ り 、 周 方 向 に 回 転 す る 際 に 材 料 を 上 向 き に 支 持 す る 傾 斜 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き  
、 傾 斜 力 の 一 部 の 分 力 が 材 料 を 駆 動 し て 周 方 向 に 回 転 混 合 さ せ 、 一 部 の 分 力 が 材 料 を 駆 動  
し て 上 部 へ 動 か せ 、 そ れ に よ り 材 料 の 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌 の 均 一 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ と 撹 拌 棒 ３ １ が 回 転 す る 接 線 方 向 と が な す 角  
度 ｂ は １ ０ ０ ° ～ １ ２ ０ ° で あ る 。 撹 拌 羽 根 ３ ２ と 撹 拌 棒 ３ １ が 回 転 す る 接 線 方 向 と が な  
す 角 度 ｂ を 適 切 な 範 囲 内 に 設 定 す る こ と に よ り 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 材 料 の 受 力 を 合 理 的 に 支  
持 す る よ う に し 、 そ れ に よ り 材 料 の 周 方 向 及 び 上 向 き の 撹 拌 混 合 効 果 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 例 示 的 に 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ と 撹 拌 棒 ３ １ が 回 転 す る 接 線 方 向 と が な す 角 度 ｂ は １ ０ ０ ° 、  
１ ０ ５ ° 、 １ １ ０ ° 、 １ １ ５ ° 又 は １ ２ ０ ° な ど で あ っ て も よ く 、 本 実 施 例 は 具 体 的 に 制  
限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 設 置 数 に つ い て は 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 撹 拌 軸 ２ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 置 さ れ る 。 撹  
拌 軸 ２ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ た 複 数 の 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ に よ っ て 、 筒 体 １ の 内 部 で の  
鉛 直 方 向 に お け る 異 な る 深 さ の 材 料 の 周 方 向 の 撹 拌 の 均 一 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 例 で は 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 撹 拌 軸 ２ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て ３ つ 設 置 さ れ 、 当 然 な が  
ら 、 他 の 実 施 例 で は 、 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ が 更 に 必 要 に 応 じ て ４ つ 又 は ５ つ な ど 設 置 さ れ て も  
よ く 、 本 実 施 例 に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 か ら 下 に 、 複 数 の 撹 拌 棒 ３ １ の 長 さ が 徐 々 に 減 少 す る 。 こ の 設 置 に よ っ て 筒 体 １ の 内  
部 空 間 の 占 有 を 低 減 す る こ と が で き 、 且 つ 上 が 大 き く て 下 が 小 さ い テ ー パ 状 の 筒 体 １ の 形  
状 の 変 化 に 一 層 よ く 適 応 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 更 に 、 最 も 下 方 に 位 置 す る 撹 拌 棒 ３ １ か ら 筒 体 １ の 底 部 ま で の 距 離 が ２ ｃ ｍ ～ ５ ｃ ｍ で  
あ り 、 そ れ に よ り 撹 拌 棒 ３ １ の 通 常 回 転 が 確 保 さ れ 、 及 び 筒 体 １ の 底 部 の 材 料 を よ り 良 く  
撹 拌 す る こ と が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 例 示 的 に 、 最 も 下 方 に 位 置 す る 撹 拌 棒 ３ １ か ら 筒 体 １ の 底 部 ま で の 距 離 が ２ ｃ ｍ 、 ３ ｃ  
ｍ 、 ４ ｃ ｍ 又 は ５ ｃ ｍ な ど で あ っ て も よ く 、 本 実 施 例 は 具 体 的 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 隣 接 す る ２ つ の 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ の 撹 拌 棒 ３ １ が 交 差 し て 設 置 さ れ る 。 こ の 設 置 に お い て  
、 交 差 し て 設 置 さ れ た 上 下 ２ 層 の 第 ２ 撹 拌 機 構 ３ は 材 料 へ の 周 方 向 の 乱 れ を 向 上 さ せ て 、  
混 合 の 均 一 性 を 強 化 す る こ と が で き 、 隣 接 す る 層 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ 同 士 が 干 渉 す る こ と も 回  
避 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 実 施 例 で は 、 隣 接 す る ２ つ の 撹 拌 棒 ３ １ が 垂 直 に 設 置 さ れ 、 当 然 な が ら 、 他 の 実 施 例  
で は 、 隣 接 す る ２ つ の 撹 拌 棒 ３ １ が 他 の 角 度 を な す よ う に 設 置 さ れ て も よ く 、 本 実 施 例 に  
制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 撹 拌 羽 根 ３ ２ の 撹 拌 軸 ２ １ の 軸 方 向 に 沿 う 幅 が Ｌ １ で あ り 、 隣 接 す る ２ つ の 撹 拌 棒 ３ １  
の 間 隔 が Ｌ ２ で あ る と き 、 Ｌ １ ＝ ７ ０ ％ Ｌ ２ ～ ９ ０ ％ Ｌ ２ で あ る 。 撹 拌 羽 根 ３ ２ の 幅 と 隣  
接 す る ２ つ の 撹 拌 棒 ３ １ の 間 隔 と の 関 係 を 合 理 的 に 設 定 す る こ と に よ り 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ の  
幅 が 適 切 な 設 計 範 囲 内 に あ り 、 大 き す ぎ て 設 定 さ れ る と 隣 接 す る 層 で 干 渉 す る こ と を 回 避  
す る だ け で な く 、 小 さ す ぎ て 設 定 さ れ る と 材 料 を 上 向 き に 動 か し 続 け る 効 果 に 影 響 を 与 え  
る こ と も 回 避 し 、 そ れ に よ り 材 料 を 上 部 へ 連 続 し て 反 転 撹 拌 す る こ と が 実 現 さ れ 、 撹 拌 効  
果 が 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 更 に 説 明 す べ き こ と は 、 撹 拌 羽 根 ３ ２ の 幅 が 小 さ す ぎ て 設 定 さ れ る と 、 上 下 に 隣 接 す る  
撹 拌 羽 根 ３ ２ 間 の 間 隔 が 大 き す ぎ る こ と に な り 、 下 層 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 材 料 を 駆 動 し て 上  
向 き に 反 転 さ せ る 場 合 、 上 層 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 反 転 さ れ た 材 料 を 直 ち に 受 け る こ と が で き  
ず 、 こ の た め 、 材 料 が 隣 接 す る 層 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ の 隙 間 に 堆 積 し や す く な り 、 材 料 の 混 合  
効 果 に 影 響 を 与 え て し ま う 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 例 示 的 に 、 Ｌ １ は 具 体 的 に ７ ０ ％ Ｌ ２ 、 ７ ５ ％ Ｌ ２ 、 ８ ０ ％ Ｌ ２ 、 ８ ５ ％ Ｌ ２ 又 は ９ ０  
％ Ｌ ２ な ど に 設 定 さ れ て も よ く 、 本 実 施 例 は 具 体 的 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 例 の 撹 拌 装 置 を 理 解 し や す く す る た め に 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 、 図 ４ に お け る  
矢 印 に 示 さ れ る 方 向 を 材 料 の 移 動 方 向 と し 、 撹 拌 装 置 の 使 用 過 程 を 以 下 の よ う に 説 明 す る  
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 撹 拌 軸 ２ １ は 回 転 す る こ と に よ り そ の 上 の 螺 旋 羽 根 ２ ２ が 一 緒 に 回 転 す る （ 例 え ば 、 時  
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計 回 り に 回 転 す る ） よ う に 駆 動 す る こ と で 、 筒 体 １ 内 の 上 部 の 材 料 を 螺 旋 輸 送 空 間 ２ ２ １  
か ら 下 向 き に 螺 旋 状 に 移 動 さ せ 、 且 つ 、 輸 送 過 程 に お い て 一 部 の 材 料 が 徐 々 に 螺 旋 輸 送 空  
間 ２ ２ １ か ら 筒 体 １ の 内 部 の 周 り へ 投 げ 出 さ れ て 回 転 中 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ に よ り 周 方 向 の 撹  
拌 混 合 を 行 い 、 一 部 の 材 料 が 筒 体 １ の 底 部 に 輸 送 さ れ て 最 も 底 部 に 位 置 す る 撹 拌 羽 根 ３ ２  
に よ り 回 転 混 合 さ れ 、 且 つ 傾 斜 し て 設 置 さ れ た 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 周 方 向 に 回 転 撹 拌 す る と 同  
時 に 、 材 料 を 上 向 き に 輸 送 し 、 下 方 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ が 材 料 を 上 向 き に 前 の 層 の 撹 拌 羽 根 ３  
２ に 輸 送 し 、 筒 体 １ の 頂 部 に 到 達 す る ま で 、 前 の 層 の 撹 拌 羽 根 ３ ２ に よ り 材 料 を 上 向 き に  
輸 送 し 続 け て 、 次 に 、 材 料 を 中 央 の 螺 旋 羽 根 ２ ２ に よ り 螺 旋 状 に 下 向 き に 輸 送 し 、 材 料 が  
均 一 且 つ 十 分 に 撹 拌 混 合 さ れ る ま で 、 こ の よ う に 順 次 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 撹 拌 装 置 の 優 位 性 を よ り 良 く 説 明 す る た め に 、 通 常 の ミ キ サ ー （ 水 平 撹  
拌 棒 ３ １ の み を 有 す る ） と 本 考 案 の 撹 拌 装 置 と を 比 較 し 、 い ず れ も そ れ ぞ れ 材 料 を 混 合 し  
（ 含 ま れ た ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク の 添 加 質 量 分 率 が ５ ％ で あ る ） 、 異 な る 混 合 時 間 に お け る  
筒 体 １ 内 の 異 な る 部 位 （ 上 か ら 下 に ６ つ 点 サ ン プ リ ン グ す る ） で の ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク の  
含 有 量 を テ ス ト し 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク の 含 有 量 を 炭 素 ・ 硫 黄 分 析 装 置 に よ り テ ス ト す る  
。 結 果 は 下 記 表 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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【 表 １ 】
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 の 表 の 分 析 か ら 分 か る よ う に 、 改 善 さ れ た 本 考 案 の 撹 拌 装 置 は ２ ５ 分 間 混 合 撹 拌 し  
た 後 、 ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク の 散 在 が 既 に 均 一 に な り 、 撹 拌 時 間 の 延 長 に つ れ て 基 本 的 に 変  
化 し な い が 、 通 常 の ミ キ サ ー は ５ ５ 分 間 撹 拌 混 合 し な け れ ば 、 均 一 に 混 合 さ れ る 目 的 を 実  
現 す る こ と が で き ず 、 改 善 し た 後 で 、 時 間 ・ コ ス ト を 半 分 節 約 し 、 材 料 の 混 合 効 率 を 向 上  
さ せ 、 良 好 な 経 済 的 効 益 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に よ れ ば 、 別 の 態 様 で は 、 本 実 施 例 の 撹 拌 装 置 を 備 え る 電 池 生 産 ラ イ ン  
を 提 供 す る 。 電 池 生 産 中 の 比 較 的 軽 い ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 を 十 分 に 撹 拌 混 合 す る こ と  
が で き 、 大 量 の ア セ チ レ ン ブ ラ ッ ク 成 分 が 表 面 に 浮 い て い る こ と に 起 因 し て 材 料 の 混 合 が  
不 均 一 に な っ て 、 電 池 の 性 能 に 影 響 を 与 え て し ま う 状 況 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 考 案 の 主 旨 及 び 範 囲  
を 逸 脱 せ ず に 、 種 々 の 修 正 及 び 変 形 を 行 う こ と が で き 、 こ の よ う な 修 正 及 び 変 形 は い ず れ  
も 添 付 の 請 求 項 に よ り 限 定 さ れ る 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 １   筒 体
　 ２   第 １ 撹 拌 機 構
　 ２ １   撹 拌 軸
　 ２ ２   螺 旋 羽 根
　 ２ ２ １   螺 旋 輸 送 空 間
　 ３   第 ２ 撹 拌 機 構
　 ３ １   撹 拌 棒
　 ３ ２   撹 拌 羽 根
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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